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20 例の慢性疼痛患者を 2 重課題群とコントロール群の 2 群に無作為に振り分け、クロス
オーバーデザインにて研究を行った。各課題間は 1～2 日間空け研究を実施した。 
手続きは、2 重課題群、コントロール群の対象者に NRS、PCS、HADS、PPTs を評価し、そ
の後、安静座位で前頭前野に functional near infrared spectroscopy(fNIRS）を、足趾
に galvanic skin response(GSR)を装着した。安静 4 分後、 temporal summation(TS)と 
conditioned pain modulation(CPM）を評価した。2 重課題群の課題は、左右上肢で異なる
運動を 20 秒間行い、コントロール群は、左右上肢で同じ運動を実施した。運動終了後、TS、
CPM を再評価した。fNIRS と GSR の測定は、実験終了まで測定した。実験終了後、NRS、PCS、
HADS を再評価した。2 群の比較は SPSS（Ver.22）を用いた統計解析処理を行った。 
【結果】 
2 群間のベースラインの評価結果に有意差は認められなかった（p>0.05）。2 重課題群は、
PCS と HADS の抑うつが有意に改善した（p<0.05）。2 重課題群は、下行性疼痛抑制機構を賦




た。背外側前頭前野の活動は、下行性疼痛抑制機構を促通する。2 重課題群の TS と CPM は、
背外側前頭前野の賦活により中脳水道周囲灰白質が働き、下行性疼痛抑制機構を促通し、





能トレーニングは、痛みの感情因子の抑制に繋がり、鎮痛治療になりえる可能性を示した。   
【学会発表状況】 
2018 年度 第 48 回日本慢性疼痛学会で発表を実施した（2019 年 2 月 15～16 日）。 
